
 

 

日時：令和 8年 4月 7日（火）14：00～15：30（90 分） 

講師：東部消防組合消防本部/救急課 

   参加人数：30名/介護・実習生・看護・栄養・訓練員・相談員・事務員 

応急手当とは 

応急手当とは、けが人や急病人に対して、その場に居合わせた人が医療器具に頼らず行う手当です。 

早い対応が救命率を高め、患者様の回復にも良い影響を与えます。 

日頃から知識と技術を身に着ける事が重要です。 

 

研修内容 

① 胸骨圧迫               

• 押す位置（胸の真ん中） 

• 深さ（5〜6cm） 

• 速さ（100〜120 回/分） 

• 腕を伸ばして体重を使う 

• 絶え間なく続ける 

② AED の操作 

• 電源の入れ方（ボタン or 蓋を開けるタイプ） 

• パッドの貼る位置 

• ショック時の「離れて！」の声かけ 

• 音声指示に従うだけでよいという理解 

③ 反応・呼吸の確認を“迷わず”できるようにする 

• 肩を叩いて声をかける 

• 正常な呼吸かどうかを 10秒以内で判断する 

• （死戦期呼吸を“呼吸あり”と誤認しない） 

④ 119番通報の流れをイメージしておく 

• スマホのスピーカーモードで通報しながら処置を続ける 

• 「誰か AEDを持ってきてください！」と周囲に指示する 

• 救急隊の質問に落ち着いて答える 

 

与那原日の出園   一次救命（応急手当の重要性） 

 

 

  

 


